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欺
か
れ
て

汽
車
は
北
へ
向

っ
た

昭
和
二
十
年
八
月
二
十

一
日
、
長
白
山
系
を

行
軍
中
、
終
戦
が
伝
え
ら
れ
た
。
吉
林
省
沙
河

沿
で
武
装
解
除
さ
れ
、
敦
化
に
集
結
し
た
。
こ

こ
は
関
東
軍
第

一
方
面
軍
司
令
部
が
あ

っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ソ
連
軍
極
東
総
司
令
官
の
指
令
が
出
た
。

「日
本
の
軍
人

・
軍
属
は
牡
丹
江
か
ら
汽
車
に

乗
ら

て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

ヘ
行
く
。
そ
こ
か
ら

日
本

へ
帰
す
か
ら
規
律
を
守
れ
」

敦
化
か
ら
牡
丹
江
ま
で
二
三
〇
キ
ロ
、
日
本

へ
帰
り
た
い

一
心
で
ひ
た
す
ら
歩
き
続
け
た
。

途
中
の
山
中
に
、
日
本
軍
将
兵
の
遺
体
が
そ
の

ま
ま
に
な

っ
て
い
て
痛
恨
の
極
み
で
あ

っ
た
。

や
っ
と
の
思
い
で
牡
丹
江
に
た
ど
り
着
い
た
。

し
か
し
、
一
ヶ
月
待

っ
て
も
汽
車
は
来
な
い
。

焦
立

っ
て
き
た
。
秋
風
が
肌
を
突
き
刺
す
よ
う

な
十
月
末
。
貨
車
が
着

い
た
。

「お
前
た
ち
は
、
そ
れ
に
乗
ら
て
行
く
ん
だ
か

ら
、
人
間
が
乗
れ
る
よ
う
に
中
を
改
造
し
ろ
」

夢
中
に
な

っ
て
二
段
ベ
ツ
ド
、
ト
イ
ン
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
を
取
り
付
け
、
み
ん
な
争
う
よ
う

に
貨
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

汽
車
は
東

へ
進
ん
で
絵
芥
河
の
町
を
過
ぎ
、

更
に
東

へ
東

へ
と
走

っ
た
。

あ
る
日
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
最
初
三
〇
～

四
〇
輌
だ

っ
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
、　
一
〇

〇
輌
以
上
に
な

っ
て
い
た
。

「お
い
、
こ
の
汽
車
は
北
に
向
か
っ
て
い
る
ぞ
」

「だ
ま
さ
れ
た
ッ
」

大
騒
ぎ
に
な

っ
た
が
、
も
う
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。

汽
車
は
無
情
に
も
走
り
続
け
、

ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
を
通
り
過
ぎ
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
に
着
い
た
。

十

一
月
。
地
面
の
雪
は
凍
り

つ
い
て
い
た
。

貨
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
、
米
国
製
Ｇ
Ｍ
Ｃ
と
い

う
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
た
。

更
に
北

へ
、
北

へ
。
耳
は
冷
た
い
ど
こ
ろ
か

痛

い
。
や
が
て
有
刺
鉄
線
に
囲
ま
れ
た
数
棟
の

建
物
に
着
く
。
望
楼
を
見
る
と
ソ
連
兵
が
監
視

し
て
い
る
。
こ
こ
に
四
～
五
〇
〇
名
が
収
容
さ

れ
た
。

私
の
抑
留
生
活
は
こ
う
し
て
始
ま

っ
た
。

吐
く
息
で

ま

つ
げ
が
凍
る
重
労
働

支
給
さ
れ
る
食
事
は
、
握
り
こ
ぶ
し
三
分
の

二
ほ
ど
の
燕
麦
や
高
梁
で
作

っ
た
黒
パ
ン
が

一

日
二
食
。
ス
ー
プ
は
塩
味
も
な
く
、
具
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
た
ち
ま
ち
栄
養
不
良
に
な

っ
た
。

冬
の
太
陽
は
九
時
半
頃
出
て
、
午
後
二
時
半

頃
に
は
沈
ん
で
し
ま
う
。
木
の
梢
の
上
に
光
は

射
す
が
、　
一
日
の
大
半
は
夜
で
あ
る
。

夏
は
そ
の
反
対
に
夜
が
短
く
自
夜
だ
。
し
か

も
夏
で
も
地
下
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
は

永
久
凍
土
だ

っ
た
。

メ
ヽ

´
ヽ

現役兵 として出征当日の星野喜一氏

(昭和 19年 10月 21日 )

シ
リ
ー
ズ

市
民
が
語
る
戦
争
体
験

私

の
シ

ベ
リ

ア
抑
留

星
野
喜

一
さ
ん
の
体
験
談

験談を紹介します。

本
稿
で
は
昭
和
２０
年
８
月
１５
日
の
終
戦
以
降
の
体

1

星
野
氏
略
歴

大
正
十
四
年
十
月
　
富
士
宮
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
十
九
年
十
月
　
満
州
独
立
轄
重
第
五
二
大
隊

（通
称
三
七
五
二
部
隊
）
に
入
営

関
東
軍
石
頭
予
備
士
官
学
校
入
校

用

語

解

説

ヤ
ル
タ
会
談

一
九
四
五
年
二
月
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ヤ

ル
タ
で
行
わ
れ
た
Ｆ
．
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

（
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
）
・
チ
ャ
ー
チ
ル

（
イ
ギ
リ

ス
）
・
ス
タ
ー
リ
ン

（
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）
に
よ

る
首
脳
会
談
。
対
日
秘
密
協
定
が
結
ば
れ
、

ド
イ
ツ
降
伏
後
九
〇
日
以
内
に
ソ
連
が
日
本

と
の
戦
争
に
参
戦
す
る
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の

現
状
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
樺
太

（サ
ハ
リ

ン
）
南
部
を
ソ
連
に
返
還
す
る
こ
と
、
千
島

列
島
を
ソ
連
に
引
き
渡
す
こ
と
、
満
州
の
港

湾
と
鉄
道
に
お
け
る
ソ
連
の
権
益
確
保
、
な

ど
が
決
め
ら
れ
た
。

ヤルタ会談



春
に
な

っ
て
、
自
樺
の
芽
が
吹

い
て
き
た
。

そ
の
芽
を
片
端
か
ら
食
べ
た
。
蛙
も
み
ん
な
食

べ
て
し
ま
い
、
生
き
物
は
殆
ど
い
な
く
な

っ
た
。

気
温
が
零
下
三
〇
度
以
下
に
な
る
と
作
業
は

一
時
待
機
だ
が
、
そ
れ
よ
り
少
し
で
も
上
昇
す

る
と
、
「作
業
開
始
」
の
号
令
が
出
る
。
す
ぐ
に

整
列
、
暗

い
中
出
発
す
る
。
寒

い
朝
な
ど
、
吐

く
息
で
ま

つ
げ
が
凍
り
つ
く
の
で
手
で
押
さ
え

て
溶
か
す
。
そ
れ
に
寒
さ
は
体
の
自
由
を
奪
う

悪
魔
だ
。

我
々
に
割
当
て
ら
れ
た
伐
採
作
業
は
、
鉄
道

建
設
予
定
地
内
に
あ
る
巨
木
、
直
径

一
メ
ー
ト

ル
以
上
、
高
さ
二
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
樅

・

栂

・
ト
ド
マ
ツ
な
ど
を
切
り
倒
す
こ
と
で
あ
る
。

作
業
は
二
人

一
組
、
ニ
メ
ー
ト
ル
を
超
す
積
雪

を
掻
き
分
け
、
や
っ
と
目
標
の
本
に
た
ど
り
つ

く
と
先
ず
斧
で
倒
す
方
向
側
の
幹
を
削
り
、
次

に
真
中
が
湾
曲
し
た
長
さ

一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
の

二
人
用
鋸
で
切
り
込
ん
で
ゆ
く
。
斧
の
震
動
で

凍

っ
た
枯
れ
枝
が
落
ち
て
く
る
。

「危
な
い
、
退
避

ッ
」

叫
ば
れ
て
も
、
栄
養
失
調
、
深
い
雪
、
疲
労

で
ふ
ら
ふ
ら
の
体
は
自
由
が
き
か
な
い
。
よ
け

き
れ
ず
死
傷
す
る
者
が
毎
日
の
よ
う
に
出
た
。

徹
底
し
た
洗
脳
教
育

抑
留
中
、
収
容
所
を
何
回
か
移
動
し
た
。

昭
和
二
十

一
年
秋
頃
入

っ
た
二
〇
四
収
容
所

で
は
、
ソ
連
が
作

っ
た
ソ
同
盟
ボ
ル
シ
ェ
ビ
イ

キ
や
、
マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
説
い
た

「日

本
新
聞
」
が
配
布
さ
れ
た
。
日
本
の
貧
し
い
農

村
で
は

「働
け
ど
働
け
ど
楽
に
な
ら
な
い
」
し

か
し
、
社
会
主
義
で
は
、
共
有
財
産
制
で
貧
富

の
差
が
な
い
。
そ
れ
は
富
の
分
配
が
平
等
で
あ

る
か
ら
だ
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
生
産
意
欲
か
ら
生

産
性
が
高

い
と
毎
日
教
え
ら
れ
た
。

毎
朝
、
作
業
に
出
発
す
る
時
、
収
容
所
の
議

長
が
宣
誓
す
る
。

「今
日
も

一
日
が
ん
ば

っ
て
働
こ
う
」

「我
々
は
天
皇
及
び
天
皇
制
打
倒
の
た
め
に
闘

お
う
」
と
拳
を
突
き
上
げ
、
全
員
で
呼
応
し
て

出
発
し
た
。

民
主
化
運
動
の
模
範
と
さ
れ
て
い
る
の
が

「青

年
行
動
隊
」
と
い
う
組
織
で
あ

っ
た
。
「日
本
新

聞
」
等
を
教
材
と
し
た
学
習
や
作
業
を
率
先
励

行
し
、
職
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
青
年
行
動
隊
旗
を

掲
げ
た
。

毎
夜
、　
一
日
を
反
省
し
、
日
和
見
主
義
的
な

態
度
、
反
動
分
子
の
よ
う
な
行
動
を
し
た
者
は

厳
し
く
指
摘
さ
れ
、
自
己
批
判
を
す
る
よ
う
激

し
く
追
及
さ
れ
た
。
学
習
活
動
と
い
わ
れ
る

「洗

脳
」
は
ま
す
ま
す
徹
底
さ
れ
て
行

っ
た
。

よ
う
や
く
舞
鶴
港

ヘ

昭
和
二
十

一
年
十
二
月
十
九
日
、
米
ソ
間
で

日
本
人
引
揚
協
定
が
で
き
、
毎
月
五
万
人
ず

つ

帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
殆
ど
守
ら
れ
な
か
っ

た
。
日
本
側
の
配
船
不
手
際
も
あ

っ
た
が
、
そ

れ
よ
リ
ソ
連
側
の
引
き
延
ば
し
意
図
が
あ

っ
た

ら
し
い
。
帰
国
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ

ヘ
着

い
た
の

に
船
が
な
く
、
収
容
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
た
め
、

再
び
シ
ベ
リ
ア
ヘ
戻
さ
れ
た
者
も
多
く
い
た
と

聞

い
た
。
ど
ん
な
思
い
だ

っ
た
だ
ろ
う
と
本
当

に
気
の
毒
で
な
ら
な
い
。

幸

い
な
こ
と
に
、
ナ
ホ
ト
カ
到
着
後
、
帰
国

船
第

一
大
拓
丸
が
入
港
し
て
き
た
。

乗
船
前
、
身
体
検
査
を
受
け
、
サ
ウ
ナ
に
入

っ

た
の
だ
が
、
入
浴
場
の
入
口
と
出
口
が
別
に
な

っ

て
い
て
、
出
口
に
は
別
の
服
や
下
着
が
用
意
さ

れ
て
い
て
脱

い
だ
服
は
す
べ
て
持

っ
て
い
か
れ

た
。亡

く
な

っ
た
戦
友
の
住
所
を
書

い
た
メ
モ
や

遺
品
、
そ
れ
に
自
分
が
大
切
に
持

っ
て
い
た
も

の
全
部
取
ら
れ
て
し
ま

っ
て
今
で
も
残
念
で
な

ら
な
い
。

名
簿
で
確
認
さ
れ
た
上
、
乗
船
、
出
航
…
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
十
八
日
、
舞
鶴
港
の
桟

橋
を
よ
う
や
く
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。

遠
く
日
本
本
土
の
緑
が
見
え
た
時
、
な

つ
か

し
い

「青
い
匂

い
」
が
し
た
。
そ
の
感
覚
は
ど

う
に
も
理
屈
に
な
ら
ぬ
が
感
激
で
胸
が
つ
ま

っ

た
。
三
年
十
ヶ
月
ぶ
り
の
日
本
で
あ

っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
、
飢
餓
と
厳
寒
と
重
労
働

の
二
重
苦
に
加
え
、
徹
底
し
た
共
産
主
義
の
学

習
、

い
わ
ゆ
る

「洗
脳
」
が
あ

っ
た
。
帰
り
た

い
一
心
で
共
産
主
義
者
の
ふ
り
を
し
た
が
、
帰

国
後
、
ア
カ
呼
ば
わ
り
さ
れ
続
け
た
。

日
ソ
中
立
条
約

一
九
四

一
年
四
月
十
三
日
、
松
岡
洋
右
外

相
、
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
外
相
で
調
印
。
中
立

友
好
と
領
土
保
全
不
可
侵
を
約
す
。
有
効
期

間
は
五
年
。
ソ
連
は

一
九
四
五
年
四
月
に
条

約
不
延
長
を
通
告
。
ヤ
ル
タ
協
定
に
従

っ
て

八
月
九
日
、
ソ
連
は
日
本
に
宣
戦
布
告
し
満

州
に
侵
入
。

ボ
ツ
ダ
ム
宣
言

日
本
政
府
は
八
月
十
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
話
を
連
合
国
側

へ
通
告
、
同
月
十
五
日
、

国
民
に
向
け
て
終
戦
の
詔

（玉
音
放
送
）
を

ラ
ジ
オ
放
送
し
、
九
月
二
日
、
降
伏
文
書
に

調
印
し
た
。

九
、
日
本
国
軍
隊

ハ
完
全

二
武
装
ヲ
解
除

セ
ラ
ル
タ
ル
後
、
各
自
ノ
家
庭

二
復
帰
シ
平

和
的
且
生
産
的
ノ
生
活
ヲ
営
ム
ノ
機
会
フ
得

シ
メ
ラ
ル
ベ
シ

シ
ベ
リ
ア
抑
留

ス
タ
ー
リ
ン
首
相
は
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争

で
失

っ
た
労
働
力
を
補
う
た
め
、
旧
満
州
な

ど
か
ら
連
行
し
た
関
東
軍
兵
士
ら
大
量
の
日

本
人
抑
留
者
を
、
森
林
伐
採
や
鉄
道
建
設
に

酷
使
し
た
。

抑
留
さ
れ
た
軍
人
、
民
間
人
資
料
七
十
六

万
人
分
が
ロ
シ
ア
国
立
軍
事
公
文
書
館
で
発

見
。
二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
三
日
、
日
本
政

府

へ
の
提
供
に
合
意
し
た
。

す
る
会
」

平
成
十
七
年
一

が
発
足
し
、

「戦
争
体
験
を
記
録

こ
れ
ま
で
毎
月
の
例

一月
（



平成 21年度新収資料の紹介 昨年度、明治史料館に仲間入りした資料です。   |=|=|:餃眩

沼津兵学校に関する資料 (関係者等の著書・書簡など)42件

『英吉利会話篇 全』『英国史略』『経済説略』渡部温 (沼津兵学校教授)

江原素六漢詩幅

「世界地図掛図」 2幅 (石川東崖)

島田三郎筆葉書・『化学要論』杉田玄端 (沼 津病院頭取)な ど

鉄兜・軍靴・飯全など戦時資料

消防で使った鳶口 (ヤ リ付)

消防手辞令・土地売買証など

千本清水医院関係資料 (気胸器械など)

刺子・消防組旗・絡車・文書など

箕輪信文 (沼 津兵学校資業生)

平岡芋作 (沼 津兵学校教授)関係資料

典籍類

山本繁次郎 。富士子肖像画対幅

燭台

高村豊様

沼津市消防団第23分団様

諸星龍市様

清水賢子様

沼津市消防団第13分団様

阿部ミツ子様

山本徳樹様

大川周作様

箕輪信和様
沼津の歴史一般 26件

近世   「地震之記」・「浮世絵 英泉 原ノ駅」

沼津藩関係 写真「菊間藩士親睦会」・『校正音訓五経』菊間藩蔵版など

近代   絵はがき「沼津風景の審美」

刷物「御浜海水冷温浴場保養館開業広告」

「海軍工員採用身体検査要領」沼津海軍工廠医務部

「沼津町全図」(明 治40年 )な ど

沼津市消防団第26分団様

沼津市消防団第8分団様

沼津市消防国第30分回様
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沼津版のひとつ

渡辺温訳・出版 IF英国史略」|
加藤景孝編述
『製茶一覧」|

沼津藩士山崎継信画・著
『地震之記」|よ り「小林本」変地之図」

平成22年 5月 16日(D10100～ 15:00
5月 17日の江原素六先生の命日にちなみ、今年も「そろくまつ

り」を開催いたします。

お餅・とん汁の無料配布 (お椀 お箸をお持ちください)

竹細工・昔のおもちゃで遊ぶコーナーなどイベントが盛りだくさ

んです。

また、金岡・沢田小営校5年生有志による「寸劇そろく物語」

は見ものです。当館3階に移築復元されている江原邸を舞台に、

子どもたちが素六先生の生涯を熱演します。ぜひこ来館ください。

_ヽ

i暮:='■ 1■ |||、 __

2ク■・ 平成 21年度当館収蔵資料の使用 明治史料館の資料がいろいろなところで活躍しました。 ||11=曖骰

t

☆展示儘麗

☆刊行物掲載

☆テレビ等映像使用
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4月 代戯館まつり実行委員会 第6回代戯館まつり「医学博士 荻生録造展」荻生録造関係資料より

`員

η沼津市振興公社沼津御用邸記念公園 端午の節句展示 祝い着

6月 スルガ銀行清水町支店 店内展示 写真39点

加藤学園高等学校化学部 「沼津市の水環境展」 絵はがき6点 。写真10点

numazoo実 行委員会 ごきげんパラソルでの展示 パネル「昭和26年沼津市中心地商店会社案内図」・写真32点

9月 ～ 2月 富士・沼津・三島三市博物館連絡協議会 企画展「レール&ロ ード～富士・沼津・三島の交通ものがたり～」 写真3点

大岡信ことば館 常設展示 写真3点・絵はがき1点

沼津市若山牧水記念館 特別企画展 大正期列車時刻表4点

社団法人日本戦災遺族会 「戦争と平和展」写真 「沼津空襲の惨状」(旧 幕臣大野家文書・寄託)

財団法人静岡県文化財団「山岡鉄舟と明治の群像展」

代戯館まつり実行委員会 第7回 代戯館まつり「工学博士 真野文二展」真野文二に関係する資料

3月 富士市立博物館「富士山縁起の世界」 愛鷹山縁記

5月 南駿農協『なんすん』第195号  写真「江原素六」

9月 0三猿社『ビジュアル幕末1000人」錦絵「競勢酔虎伝伊庭八郎」・写真「水野忠敬」

1月 (株)岩波書店 岩波新書 高橋敏著『清水次郎長 幕末維新と博徒の世界』 写真 「山岡鉄舟」

『鈴木明遺稿集』刊行会『鈴木明遺稿集 近代播磨の地域社会と民衆運動』角田真平肖像

m学研パブリッシング『歴史群像アーカイブVo1 12 幕末戦史』錦絵「競勢酔虎伝 伊庭八郎」・写真「仏式伝習隊」(江原素六関係文章)

3月 沼津史談会『沼津史談』第61号表紙 絵はがき「江の浦の風光」

3月 中央大学『中央大学史紀要』第 15号 西川鐵次郎関係資料より2点

静岡第一テレビ リアルタイム静岡 絵はがき「狩野川河口と我入道漁船の集合」

SBSメ ディアビジョン 沼津城古図

静岡第一テレビ    ドキュメント静岡 写真 「沼津駅前」「上土」

お しらせ
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特別展示 子どもたちの見た江原素六 4月 24日 ～ 5月 30日


